
















































































































































































5)  廣松編訳（『新編輯版 ドイツ・イデオロギー』、岩波文庫）では、数倍と訳されている。










本来無時間的なら、ダメットにとっては、semantics, theory of meaning 何れも無時間的な
数学の一部とはなりえない。タルスキー意味論のフォーマルな部分に限って言えば、モ
デル理論の定理はすべて BG の公理から証明されるので、数学の一部である。歴史形成
の時間の流れはタルスキー意味論には持ち込まれていない。1995 年 Dalhausie 大開催の
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